
1 2

【連結損益計算書】

２０１9年３⽉期 における当社グループの
売上高は6,033億円 前期比72億円の増収，
営業利益は172億円 前期比21億円の減益です。

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益におきましても
減益となりました。

今期の１株当たり配当は、40円といたします。
配当性向は、25.2％となります。
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【連結営業利益の増減要因の内訳（実績）】

乳製品セグメントでは、
価格改定・容量変更の実施に伴う
販売単価差による増益要因があったものの、
乳価改定の影響や原材料コスト、
販売物量減少による利益減から減益となりました。

飲料・デザート類セグメントでは、
機能性ヨーグルトの販売が拡大したものの、
オペレーションコストや減価償却などの
固定経費が増加したことなどから減益となりました。

結果として増減益ネットでは前期比21億円の減益となりました。
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【連結貸借対照表】

資産合計は3,594億円 前期比82億円の増加です。
流動資産の増加は、
売上債権が54億円、たな卸資産が17億円増加したことが主な要因です。
固定資産の増加は、
投資有価証券が61億円増加したことが主な要因です。

負債合計は、社債を100億円発⾏したものの、
借⼊⾦の返済（ネットで131億円）などにより減少しました。

純資産合計は1,687億円 前期末比114億円の増加です。
株主資本等が 112 億円増加しました。
利益剰余⾦が82億円、その他有価証券評価差額⾦が41億円
増加したことが主な要因です。

連結経営数値ですが、連結⾃⼰資本比率は46.3％、
前期末比で2.2ポイント改善しております。
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【連結キャッシュ・フロー計算書】

キャッシュ・フローについては
営業活動によるキャッシュ・イン219億円と，
投資活動によるキャッシュ・アウト（▲）142億円，
さらに財務活動によるキャッシュ・アウト（▲）73億円の結果，
現預⾦残高4億円の増加となりました。
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【連結損益計算書（業績予想）】

連結業績予想についてです。

売上高は6,150億円 前期比116億円の増収，
営業利益は180億円 前期比7億円の増益を⾒込んでいます。

親会社株主に帰属する当期純利益は、12億円の増益、
１株当たり配当は、40円を予定しております。
配当性向は、22.6％となります。
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【連結営業利益の増減要因の内訳（業績予想）】

業績予想の営業利益の増減要因についてです。

乳製品セグメントでは、3億円の増益を⾒込みました。
労務費を含む固定経費の増加や原材料コストが増加しますが、
主⼒商品の販売拡大による、利益増に取り組みます。

飲料・デザート類セグメントでは、7億円の増益を⾒込みました。
原材料コストや、労務費、そのほかのコストの増加が⾒込まれる中、
コスト吸収策のひとつとして、
市乳商品の価格改定を実施させていただきました。
販売単価差やプロダクトミックスの改善などにより
利益増に取り組みます。

飼料・種苗セグメント、その他セグメントを含め、
結果として、増減益ネットでは前期比7億円の増益を⾒込みました。
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【連結キャッシュ・フロー計算書（⾒通し）】

連結キャッシュフローの⾒通しについてです。

今期は、営業ＣＦ310億円を財源として、
投資ＣＦに230億円、財務ＣＦに70億円を配分予定です。

財務規律の⾯では、
財務健全性の確⽴と内部留保による投資余⼒の創出を
すすめてまいります。

株主還元としては、安定的配当の維持、配当性向20％以上を踏まえ、
配当⾦の⽀払いを⾏う予定です。

結果として当期は、リース債務を含みます有利⼦負債残高は675億円を
予定しています。

⻑期ビジョンで定めたキャッシュフロー配分⽅針に沿って、
「財務の健全性」、「資本効率」、および「株主還元」のバランスを
とり、企業価値向上を目指します。
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